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「理事長就任にあたって」
独立行政法人国立女性教育会館理事長
神　田　道　子
少子高齢化、経済構造の変化など、今、これまで経験したことがない急激に変化する時代の中で、「個」の
尊重を基本にした新たな価値の創造が、生き方が、そして社会づくりが必要とされています。そのためには
男女を問わず、個人がそれぞれもっている能力と個性を十分に発揮し、社会づくりに参画する男女共同参画
社会の形成が不可欠です。日本では1999年6月に男女共同参画社会基本法が制定・施行され、国、各地方自
治体はもちろん、民間もその実現に力を入れてきました。
国立女性教育会館は、国の機関として、研修、調査・研究、情報、交流を四本柱とし、学習・教育面から
ジェンダー平等、男女共同参画社会の形成を推進する役割を担い、国内だけでなく国外でも高く評価されて
います。
このたび、私、4月1日付をもって理事長に就任し、会館の業務運営にあたることになり、その役割の重
要さ、責任の重さを痛感しております。
会館は平成13年4月に独立行政法人となり平成18年3月までの5年間の中期目標、中期計画にそって、
現在、事業が行われています。独立行政法人は、公共上、必要な事業について国の関与や統制をなるたけ少
なくして、自律的、自主的に業務を行い、質の向上、効率性、透明性など行政効果を高めることが求められ
ています。そのために、独立行政法人評価委員会による評価が義務づけられており、各年度の業務実績の評
価と5年間の中期目標期間の実績評価が行われ、業務が進められていきます。
会館は来年、平成17年夏には中期目標期間の業務について暫定評価をうけることになります。これは次期
（平成18年4月～平成23年3月）の業務運営、事業に大きく影響するとみられます。そこで将来の方向を見
据えつつ、現在進行中の中期計画にそって、より充実した業務運営を行っていく必要があります。
特に力を入れたいと考えているのは、第一は女性教育のナショナルセンターとしての機能を十分に果たす
ために、国の他の機関、地方自治体や民間の女性会館、男女共同参画推進センターなどと役割を分担しつつ
連携を深めることです。そのなかで会館は先駆的、中核的拠点としての役割を担うよう、その具体的あり方
を明確にし、強化することです。第二には会館利用層の拡大です。若年層から中高年齢層まで、そして多様
な就業層、NPO等、新しい領域にチャレンジし、新たな生き方や社会参画に取り組む人たちの学習・教育の
場になることです。第三には、男女共同参画社会の実現に向けて、有効性の高い教育・学習実践、さらにそ
の基礎となる調査・研究、情報を国内外に向けて発信することです。そして第四には将来ビジョンの策定で
す。これは既に取り組みに入っていますが、ジェンダー平等、男女共同参画社会の形成の視点からニーズに
こたえ、社会的役割期待にこたえる会館として発展するよう、広くご意見を聞き、策定する所存です。
そして業務運営につきましては小規模法人の良さを活かし、職員一人ひとりが能力を発揮し、参画するこ
とを基本において進めてまいりたいと存じます。
皆様のご協力、ご支援を何卒、お願い申し上げます。
プロフィール
専攻分野 女性学、教育社会学、社会教育学
所属学会等 女性学研究会、日本教育社会学会、社会教育学会等
主な著書 『現代における婦人の地位と役割』（光生館：1972年）
『女たちのゆくえ』（勁草書房：1982年）
『学習する女性の時代』共編著（日本放送出版協会：1981年）
『女子学生の職業意識』共編著（勁草書房：2001年）外 多数
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事業予告・募集
「女性関連施設管理職セミナー」の開催
6月15日∏～17日ªの間2泊3日で新規事業として、公私立女性会館・女性センタ
ー、男女共同参画センター等の所長、館長等の管理職を対象に、女性のエンパワーメ
ントの拠点としての女性関連施設の必要性と管理運営に関する専門的な研修を実施し
ます。
内容は、「国の男女共同参画政策」「女性関連施設の役割」「男女共同参画の視点」
「女性情報」「相談事業」「国立女性教育会館の研究成果」等についての講義・討議、
施設規模別による「管理・運営・評価」の課題解決に向けた方策・工夫等についての
分科会などを予定しています。
詳細は、事業課までお問い合わせください。
女性の生涯学習国際フォーラムのお知らせ
7月3日º、4日∂の二日間にわたって国立女性教育会館にて、『生涯学習とそれぞ
れの「エンパワーメント」－日本、韓国、ノルウエー、アメリカの国際比較調査か
ら－』という国際シンポジウムを行います。
平成13年度から15年度に「女性の学習関心と学習行動に関する国際比較調査」と
して、ノルウエー、韓国、アメリカのカウンターパートと実施した共同研究の成果に
ついて報告します。全体として、調査結果の報告だけでなく、質疑応答の時間も多め
にとってありますので、是非この機会に多くの方々と一緒に女性のエンパワーメント
に資する生涯学習のあり方を考える機会にしたいと考えています。
また、このシンポジウムは、教育情報衛星通信「el-Net」にて福井県生活学習館
（ユー・アイふくい）と双方向で結びます。これによって、より多くの方にシンポジ
ウムに参加していただくことが可能となりました。どうかふるってご参加ください。
NWEC定員100名、福井県生活学習館定員100名（先着順）、日英同時通訳付、参
加費無料。お問い合わせ・お申し込みは研究国際室（電話0493－62－6711 内線
2310～11、E-mail:rese@nwec.jp）までお願いいたします。
「キャリア形成支援推進セミナー」の開催のお知らせ（新規事業）
7月27日∏～29日∫2泊3日、「学校・地域でキャリア形成支援をどう進めるか」
をテーマに、教員・指導主事・女性関連施設職員等を対象に、男女共同参画の視点か
ら、青少年などが充実した生き方ができるよう、キャリア形成支援の推進に関する実
践的研修を行います。
このセミナーでは、「男女共同参画とキャリア形成」「キャリア教育の意義と内容」
「男女共同参画の基礎的な知識―ジェンダーの統計から考える―」などの講義・討議
やシンポジウムを予定しています。また、分科会を設け、「学校におけるキャリア教
育」「家庭・地域におけるキャリア形成支援」「女性に対するキャリア形成支援」「諸
外国におけるキャリア教育」について、男女共同参画社会の形成に向けたキャリア形
成を推進するための課題を明らかにします。
詳細は、事業課までお問い合わせください。
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事業の実施報告
2月14日ºに「夢を編む」と題し、テレビ等でもおなじみの広瀬光治さんを講師に迎え、公
開講演会を開催しました。当日は約450名の参加者があり、講演会とゆび編みの講習会を行い
ました。広瀬氏からは、高校時代より本格的にはじめた編物の魅力と、編物をすることにより
得られた人とのつながりの大切さを、約1時間にわたりお話いただきました。その後、ゆび編
みによるマフラー作りの講習会を行い、参加者も、ものづくりの楽しさを味わうことができま
した。
また、この講演会の様子はエル・ネット（教育情報通信ネットワーク）で全国の社会教育施
設や学校などに発信しました。
公開講演会
女性のエンパワーメント支援セミナー
平成16年1月27日∏～1月30日ªに、平成15年
度「女性のエンパワーメント支援セミナー」を実施
しました。
このセミナーは、男女共同参画社会の形成に向け、
女性のエンパワーメント（力をつけること）を支援
するため、女性教育・家庭教育に関する事業の企
画・立案、女性教育・家庭教育に関する団体・グル
ープ・NPO活動の推進に必要な専門的知識・技術
の習得、及びジェンダーに敏感な視点の定着・深化
に向けた実践的な研修です。
参加者は109名（女性90名、男性19名）で、行政関係者が69名、団体・グループ、NPO等
リーダーが40名です。このセミナーは、ワークショップ（参加体験型学習）を中心に、参加
者が主体的に研修に参加し、考え、身につけることをねらいとしています。また、女性のエン
パワーメント支援を行うため、行政と民間がどのように連携していけばよいのか、その可能性
を探る貴重な機会となっています。
プログラムは、A女性のエンパワーメントとは何かを考える、B参加者自身が抱えている課
題を共有し、具体的な解決策について考える、C具体的な事業の企画・運営やファシリテータ
ーの役割について理解を深める、D女性のエンパワーメントを支援するための具体的なプログ
ラムを考える、Eこのセミナーの参加者としての姿勢について参加者同士が評価を行う、と
いう流れで実施しました。
▲全体会の様子
▲参加者にゆび編みの指導をする広瀬氏 ▲熱心に聞きいる参加者
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平成16年度ヌエック（国立女性教育会館）事業計画
男女共同参画社会の形成を目指した「学び」と「活動」
∏ 子育てネット
ワーク研究交流協
議会
事　業　名
１．研修事業（日程順）
対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
・子育てネットワーク・サークルのリーダーやメンバー
・父親クラブ、おやじの会等男性が中心となった子育
てネットワークのリーダーやメンバー
・社会教育担当者、公民館職員等家庭教育行政担当者
・家庭教育アドバイザーや子育てサポーター
・家庭教育、子育て支援行政担当者や関係者
・幼児教育、保育担当者や関係者
・子育て支援に関係する専門家（カウンセラー、医師、
研究者等）
・子育て支援ボランティア・ＮＰＯ関係者
・子育てネットワークに関心のある者
π 女性関連施設
管理職セミナー
公私立女性会館・女性センター、男女共同参画セン
ター等、女性のエンパワーメントをめざした女性関連
施設の所長、館長等の管理職
50名
年間５回
※国立女性教育会
館を含む全国５か
所で実施する。
国立女性教育会館
での実施は、
平成16年
５月29日º
～30日∂
【子育てネットワー
ク研究会】
福岡県：10月
２日～３日
大分県：11月
13日～14日
岡山県：11月
～12月（予定）
【特定非営利活動
法人やまがた育児
サークルランド】
山形県：11月
19日～20日
男性・女性が共に子育ての責任を果たし、地域一体となった子育
て支援が行われるため、「子育てネットワーク」に焦点を当て、関係
者の情報交換・研究協議、参加者のネットワーク形成を行う協議会
を実施する。
公私立の女性会館・女性センター等の所長、館長等の管理職を対
象に、女性のエンパワーメントの拠点としての女性関連施設の必要
性と管理運営に関する専門的な研修を行う。
∫ キャリア形成
支援推進セミナー
A教員（幼・小・中・高・大学、特殊教育諸学校を含
む）
B各都道府県・指定都市教育委員会・教育センターの
指導主事・研修主事
C各都道府県・指定都市における女性関連施設・生涯
学習施設・教育センター等の職員
Dその他、テーマに関心を持つ者
100名
教員、指導主事、女性関連施設職員等を対象に男女共同参画の視
点から、青少年などが充実した生き方ができるよう、キャリア形成
支援の推進に関する実践的研修を行う。
ª 国際女性情報
処理研修
アジア・太平洋地域の行政担当者・ＮＧＯの指導者
（日本を含む）
30名
平成16年
６月15日∏
～17日∫
２泊３日
日本を含むアジア太平洋地域の行政担当者、NGOの指導者を対
象とした情報処理技術の研修を行うことにより、女性の地位向上に
必要な知識と技術の習得と、情報ネットワーク構築を目指す。
º 女性のエンパ
ワーメント支援セ
ミナー
Ω 女性関連施設
相談担当者実務研
修
公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設
の相談員
60名
∏行政担当者
A女性教育・家庭教育行政担当者
B生涯学習に関する行政担当者
C男女共同参画行政担当者
π女性教育・家庭教育に関する行政関係事業の企画・
運営に携わっている者
∫女性教育・家庭教育に関する団体・グル プーやNPO
等のリーダー
100名
平成16年
９月27日∑～
10月８日ª
12日間
平成16年
７月27日∏
～29日∫
２泊３日
女性関連施設の相談員に対する専門的・実践的な研修を行い、資
質の向上を図る。
女性の社会参画やキャリア形成を図るための女性のエンパワーメ
ント（力をつけること）を支援する女性教育・家庭教育に関する事
業の企画・立案及び団体・グループ・ＮＰＯ活動の推進に必要な専
門的知識・技術の習得等の実践的な研修を行う。
æ 女性の教育推
進セミナー
ø 公開講演会
南西アジア、サブサハラアフリカ、中近東等の開発
途上国で、女性の教育問題に携わっている担当者
９名
テーマに関心のある男女
500名
平成16年
11月30日∏～
12月３日ª
３泊４日
平成17年
１月26日π
～28日ª
２泊３日
平成17年
２月～３月
平成16年
10月15日ª
平成16年
６月～12月
年間２回
青森県男女共同参
画センター“アピ
オ”・大阪市立男
女共同参画センタ
ー中央館“クレオ
大阪中央”
各国の女性教育推進にかかる課題を認識し、その解決に必要な知
識や手法を取得し、初等・基礎教育の男女格差解消を考慮した教育
推進プログラム計画を立案できる能力を向上させることを目的とす
る。
男女共同参画社会の形成に向けて、女性・男性、家庭・家族等に
関する今日的課題について解決の手がかりを得ることを目的とす
る。
¿ 国立女性教育
会館地域セミナー
¡ 社会教育実習
生等受入事業
¬ 研究員等受入
事業
女性関連施設職員、地域の生涯学習・女性教育・家
庭教育等の団体・グループのリーダー等
大学で社会教育実習を受講する学生等
各受入期間　数名
国内外の女性教育を研究する者
会館主催事業に
併せて実施する。
（主催事業期間
を含む１週間以
上）
適宜応談
男女共同参画社会の形成に向け、全国２か所の女性関連施設、生
涯学習センター等の生涯学習関連施設と連携して、これまで会館で
実施してきた事業の成果を活用したプログラムを地域の実情に応じ
て開発・実施し、地域のリーダー等の資質向上を図る。
大学で社会教育実習を受講する学生等を対象として，主催事業の
補助業務等の体験学習を通じて，女性教育の現状及び女性教育施設
の役割について学習することを目的とする。
国内外の女性研究者等の要請に応じて適宜受入を行う。
NWEC 独立行政法人
新規事業
新規事業
新規事業
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事　業　名 研 究 協 力 者 等 達 成 目 標 ・ 内 容 備　考
３．調査研究事業
∏ 女性と男性に関する
統計の調査研究
女性学、ジェンダー研究、統計学
分野の研究者等
男女共同参画社会の形成に資する女性と男性に関する統計データの内容、提供の方法
等について研究し、その成果としてデータ集を作成する。
π 家庭教育に関する国
際比較調査
家庭教育関連分野の研究者等 日本及び諸外国の家庭・家族の変化、家庭教育の実態、親の意識、家庭教育に対する
支援の実態等を調査し、現代日本の家庭教育の特色や少子高齢社会における家庭教育の
課題を明らかにするために国際比較調査を実施する。
∫ 男女共同参画社会形
成のための学習プログラ
ム研究
生涯学習、女性学・ジェンダー研
究、国際協力分野の研究者・専門家、
女性関連施設職員等
男女共同参画社会形成のための学習の充実に資するために、これまでに会館で実施さ
れてきた学習プログラムを集約するとともに、女性関連施設・国際協力機関等で実施さ
れてきた学習プログラムを収集・分析し、新たな学習プログラムを開発する。
ª ヌエック公開シンポ
ジウム
生涯学習に関心のある成人男女 国立女性教育会館の女性教育、家庭教育に関する調査研究で得られた最新の成果を発
表し、男女共同参画に向けた調査研究の充実を図る。
平成15年度からの
２年計画の２年次
平成15年度からの
３年計画の2年次
平成15年度からの
３年計画の２年次
新規事業
平成16年度からの
２年計画の初年次
女性の生涯学習国
際フォーラムの一
部とする
新規事業
平成16年度からの
２年計画の初年次
新規事業
平成16年度からの
２年計画の初年次
平成15年度からの
３年計画の２年次
º 女性情報ポータル再
構築
女性情報関連分野の研究者・専門
家等
男女共同参画社会形成に資する女性、家庭・家族に関する情報サイトの調査及びポー
タルサイトの内容・構成・機能についての検討を行い、より使い易く信頼性の高い女性
情報ポータルを再構築し、情報提供の充実を図る。
Ω 女性教育のための衛星
通信システム等プログラム
発信事業に関する調査
女性教育、情報関連分野の研究
者・専門家等
衛星通信システムやインターネットを介したビデオ・オン・デマンド（視聴者の要求
により、随時、映像・音声を配信するシステム）方式による情報発信事業の在り方等に
ついて調査し、遠隔情報発信に適切な教育・学習プログラムの検討を行う。
æ 生涯学習の活用と女
性のキャリア形成に関す
る調査研究
女性教育・生涯学習・女性労働関
係分野の研究者、女性施設関係者等
女性が持っている能力を向上させ、キャリア形成するためにどのように生涯学習を活
用することができるかを調査研究し、女性のキャリア形成支援のために必要な生涯学習
プログラムを作成する。
ø 女性研究者ネットワ
ーク支援のための調査研
究
人文科学・社会科学・自然科学
分野の学会・研究会等の研究者
様々な研究分野で活躍する女性研究者が、男女共同参画社会の形成に向け情報交換を
行うための懇談会を実施するとともに、女性研究者のネットワークを支援するための調
査研究を行い、その成果を公開する。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
４．情報事業
∏女性教育情報センターの運営
∏ 女性及び家族に関する情報資料の収集・整理・提供 女性及び家族に関する情報・資料を収集・整理し、利用に供する。
π レファレンス・サービス及び文献複写サービス 来館者または電話・文書・Ｅメール等による問い合わせに対して情報提供を行う。複写により資料提
供を行う。
∫ 女性及び家族に関する図書資料の展示 会館が所蔵する資料について、四半期ごとのテーマ展示及び特別展示を行い、女性及び家族の分野の
理解を深める。
事　　　業　　　名 事　　業　　内　　容 備　考
πネットワーク支援
∏ WinetCASS（女性情報システム）の整備充実 WinetCASS上で公開している女性情報CASS、HP-CASS、Winet-DB（データベース）（文献情報
DB、女性関連施設DB、女性学・ジェンダー論関連科目DB、女性と男性に関する統計DB、子育てネッ
トワークDB）の更新、充実を図る。
π 女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会 女性関連施設等における情報活用方法、情報機能の連携のあり方等について研究協議を行い、各施
設・職員間の情報ネットワーク形成の推進を図る。
期間：平成16年12月13日∑～14日∏ １泊２日
対象：女性教育施設・女性センター等の情報担当者　60名
資　　料　　名 掲　載　内　容　・　配　布　先 備　考発　　　行
∫資料の作成・配付
∏「国立女性教育会館研究紀要」
（第８号）
女性教育、家庭教育、女性学、女性情報に関する会館の調査研究を国内外に発表するとともに、
公募論文を選考して掲載する。
テーマ：「変わりゆく『家族』と次代再生産」
配布先：国内・国外の関係大学図書館、女性関連施設、及び女性団体等
年１回
平成16年８月
π NWEC Newsletter NWECの活動及び最新の日本女性の現状について英文で海外に紹介する。
配布先：海外の女性問題担当行政機関、女性センター及び女性団体、国際機関等
年２回　平成16年９月
平成17年３月
∫「ヌエック（国立女性教育会館）
主催事業実施報告書」
年度内に実施した研修・交流・調査研究・情報事業の実施概要。
配布先：各都道府県教育委員会、女性関連施設及び女性団体その他の関係機関等
年１回
平成16年５月
名　　　　　称 掲　　載　　内　　容 備　考
ª情報発信事業
∏ WINET情報 女性・家族に関する文献情報、WinetCASS及び情報センター利用に関する情報をホームページから発信する。
π 遠隔情報発信事業 学習プログラムの普及を図るため、会館事業の中からインターネット及び衛星通信システムによる発信に適したプログラム
を選び、学習プログラムを作成する。
事　業　名 対象・募集人員 時期等 事　業　内　容 備　考
２．交流事業
∏ 女性の生涯学
習国際フォーラム
生涯学習に関心のある成人男女
100名
平成16年
７月３日º
～４日∂
１泊２日
「女性の学習関心と学習行動に関する国際比較調査研究」におい
て得られた成果を発表し、生涯学習による女性のエンパワーメント
について検討する。
国際的な視野からの課題分析を行うと共に、国際的ネットワーク
形成の推進を図る。
π 男女共同参画
のための女性学・
ジェンダー研究・
交流フォーラム
女性学・ジェンダー研究に関心のある国内外の成人
男女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 600名
（内訳）宿泊（全日程）参加者　120名
日帰り参加者　　　　　480名
平成16年
８月27日ª
～29日∂
２泊３日
男女共同参画社会の形成をめざし、女性のエンパワーメント（力
をつける）と女性の人権の確立に資する活動を支えるため、女性
学・ジェンダー研究と女性のエンパワーメントにかかわる多様な研
究・教育・実践活動の課題や成果を出し合い、情報交換を行うとと
もにネットワークづくりをすすめる。
新規事業
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女性の教育推進セミナー
事業の実施報告
2月11日π～3月11日∫の約1ヶ
月間、「女性の教育推進セミナー」
を開催しました。このセミナーは、
国際協力機構（JICA）からの委託
を受け、アジア・アフリカ等の開発
途上国で女性の教育問題に携わって
いる者を対象に、会館が平成13年
度から毎年行っているものです。今
年度は、アフリカ・中近東・中南米
9ヶ国（ブルキナファソ・ハイチ・
イラン・マリ・モーリタニア・ペル
ー・セネガル・イエメン・ジンバブ
エ）から11名の研修員が参加しま
した。
研修員たちは、国際教育協力の専
門家による女子教育に関する多彩な
講義に熱心に耳を傾けたり、小中学
校の視察や教育NGOとの交流、国連
大学で行われた教育フォーラムへの
参加などを通して、女子教育におけ
る現状と課題を把握し、女子教育を
推進するための政策の立案や実施に
必要な考え方・情報を学びました。また、会館ボランティアの協力で、お茶会や着付け、
ホームビジットなどを体験できたのは、研修員にとって日本の伝統文化に直接触れるよい
機会となりました。
▲嵐山町立菅谷中学校で給食を体験する研修員
▲「平和教育研究発表会」で熱心にメモをとる研修員
女性関連施設相談担当者実務研修
2月25日π～27日ªの2泊3日で、女性関連施設の相談員を対象に、平成15年度の新規
事業として「女性関連施設相談担当者実務研修」を実施しました。研修は、非常勤や嘱託
職員の多い相談員に会館が旅費を負担し、専門的・実践的な研修の機会を提供するもので
す。本研修に対するニーズは高く、60名の募集に対し119名の応募があり、自費参加も
含め93名の方の参加をいただきました。
内容は、女性関連施設の相談事業の意義・基礎についての講義、男女共同参画・女性の
ための総合的な施設の相談事業に関する現状についての内閣府からの情報提供、今日的課
題の解決に向けたテーマ別研修（女性に対する暴力、児童虐待等の家族問題、電話相談等）、
スーパービジョンについての実習、地域の社会的資源の活用とネットワーク構築に向けた
方策研究などでした。
熱心な参加者を得て、夜遅くまで情報交換・意見交換を行っている姿が多く見受けられ
ました。参加者からは、「待ちに待った研修でした」「来年度も是非続けてください」「こ
の研修は、ほんとうに全国の女性関連施設の相談員にとって、なによりのエンパワーメン
トになっていると実感しました」などのご感想を数多いただきました。
－8－
資料の作成
平成15年度に国立女性教育会館で実施した事業の実施概要及び成果を「平成15年度ヌ
エック(国立女性教育会館）主催事業実施報告書」としてまとめました。
「女性関連施設相談担当者実務研修」、「キャリア形成に関する調査研究」等の新規事業
をはじめ、その他の研修・交流・情報・調査研究事業や会教育実習生の受入、ヌエックに
おけるボランティア活動についても掲載しています。
この報告書は、都道府県教育委員会、女性関連施設、女性関連団体、社会教育・生涯学
習センター等に配布する予定です。
平成15年度主催事業実施報告書
情報ネットワーク
女性関連施設の情報担当者が、日々の業務で出会う
質問に対してどんな情報源を調べ、どのような情報を
提供するか、Q&Aの形でまとめたものがTICT「女性
情報レファレンス事例集」です。
このたび新たに「年金制度はどうなるのですか？」
など18事例を追加し、平成14年4月の公開以来、約1
年半でついに合計100事例に達しました。情報担当者
だけでなく、女性問題に関心のある方はぜひご覧くだ
さい。
http://winet.nwec.jp/tictconsult/index.php
「女性情報レファレンス事例集」が100事例に！
ヌエックニュース104号でもお知らせした通り、平
成16年度の会館ボランティア活動受入実施要領が新
しくなりました。新しい要領は、1年以上かけ、職員
とボランティアが検討を重ねてきたものです。変化す
る社会のニーズに対応して、趣旨、活動方針、活動内
容の分け方等を変更しました。
また、お一人お一人に等しく情報が行き渡るよう個
人登録を重視し、併せてボランティア希望の方をあま
りお待たせせずに活動していただけるよう仮登録期間を廃止しました。
4月28日π、平成16年度国立女性教育会館ボランティア説明会と研修・面談を実施し、
希望者はボランティア登録をし、活動をスタートしました。また今年度から、研修の充実
を計画的に実施し、会館での活動に役立てるよう考えています。第2回の募集は7月13日
∏13：30～を予定しております。会館でのボランティア活動についてのお問い合わせは
事業課までお願いします。
ボランティアコーナー
▲主催事業での活動の様子
国立女性教育会館ボランティア募集
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各国の生涯学習
女性と男性の賃金格差は、どのくらいあるのでしょうか。2003年の統計では、男性の
賃金を100としたときに、女性の賃金は66.8となっています（厚生労働省『賃金構造基本
統計調査』）。これは一般的に男性の方が勤続年数が長いこと、正規雇用については比率が
高いことなどを反映していると考えられています。つまり女性の場合は、長期の勤続をつ
づけたり、正規の職に就くことが難しい社会状況があるからです。
その一方で、1970年の値が56.1で、80年は58.9、90年は60.2となっており、依然格
差は大きいものの、基本的にはこの賃金格差は縮小傾向にあるとは言えそうです。
この数値を国際的に比較してみたのが下の図です。統計の年度（1998～2000年、日
本は2000年）や、「労働者」の範囲に違いがあり、厳密な比較ではありませんが、それで
も大雑把な傾向はつかめます。これによると、最も男女間賃金格差の少ない国はスウェー
デンで91.2、その次がオーストラリア88.5、ノルウェー86.9、ドイツ85.5と続きます。
欧米の経済先進国と比較すると、日本の女性の労働環境がいかに厳しいものか分かります。
男女間賃金格差
ことばの基礎知識
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【独立行政法人国立女性教育会館『男女共同参画統計データブック2003』p.46－49参照】
「Ｍ字型」をえがく日本女性の生涯学習
「日本型中高年女性学習者モデル」。50歳以上の首都圏の専業主婦、学歴が高く、子どもの
教育が一段落して時間的・経済的に余裕がある。学習歴は比較的長く、公共の生涯学習施設
で受講する。職業・技術や社会問題よりも身近な生活と関わる学習機会への志向性が高く、
受講により自らの能力が高められ、友だちができ、内面的な充実感を得られたと感じている。
「韓国型女性学習者モデル」。20歳代―40歳代の首都圏の専業主婦、学歴は比較的高く、子
育て期にあり、時間的・経済的にも余裕はないが、子育てが一段落した後の人生設計を考え、
資格の取得等を目指して熱心に生涯学習を行う。
こんな学習者像が「女性の生涯学習に関する日韓比較調査（2000－2004年度）」から浮かび
上がりました。
日本の若い女性たちの間では、他者との「差異化」のための習い事やキャリアアップのた
めの学習が人気を博しています。女性の学びも「Ｍ字型」、谷間にいるのは「子育て期」の女
性たち。保育つきの学習機会もまだ少なく、未だに「母親が学ぶのはわがまま」と言われま
すが、現代の育児・子育ての状況では、親と子が互いに人間として自立し、尊重し合い、愛
し合い、社会に開かれた温かく心地よい関係性を創り上げるために、子育て期だからこそ学
ぶ必要があります。この意味で社会背景は異なるものの、韓国の「子育て期女性学習者モデ
ル」から得られる示唆は少なくありません。 （京都大学大学院助教授　渡邊　洋子）
ヌエックでは、平成13年度から女性の生涯学習をテーマに、２つの国際比較調査を実施しました。
その成果のエッセンスを、４回にわたってこのコラムでお伝えします。
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●利用案内
※　平成16年度　国立女性教育会館施設開放期間における利用団体の募集について
国立女性教育会館では、多様な分野で活躍している方々が一堂に会する機会を提供するため、昨年まで開催していた「女
性学・ジェンダー研究フォーラム」と「ヌエック全国交流フェスティバル」を合体させ、平成16年8月27日ª～29日∂の
2泊3日で、「男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム」を開催することとなりました。
フォーラム期間中、国立女性教育会館の研修室等を開放し、全国各地で男女共同参画社会の形成をめざして研修・教育／
学習・実践活動を行っている個人、団体・グループが自由に情報交換やネットワーク作りができるよう、男女共同参画を進
めるワークショップを募集します。ワークショップの運営方法は自由です。たくさんの御応募をお待ちしています。
１　対　　　　象 男女共同参画の形成をめざして研究・教育／学習・実践活動を行っている個人、団体・グループ
（100団体程度）
２　施設開放期間 平成16年8月28日º、29∂ 9：00～18：30
３　所 要 経 費
∏ 参加費は無料。
π 交通費、宿泊費及び食費は、参加者負担。
A 宿 泊 者：１人１泊　1,000円（8月27日、28日）
B 食　　費：１日３食　3,000円～3,500円程度（カフェテリア方式）
C 交流会費：3,000円（女性学・ジェンダー研究フォーラムの交流会に出席を希望する方）
４　募集締切日 平成16年5月31日∑ 消印有効
詳しい内容につきましては、会館ホームページを御覧いただくか、事業課へお問い合わせください。
※　休館日（平成16年5月～8月）
5月10日（月）・17日（月） 6月17日（月）・21日（月）
7月25日（月）・20日（火） 8月22日（月）・30日（月）
●主な利用団体（平成16年2月～4月）
●展示コーナー
２月
17日～18日
18日
３月
12日～14日
「女性と年金　─制度改革の中で」
いま、日本の年金制度は大きく変わろうとしています。
離婚による年金分割、第3号被保険者の扱いなど、女性に関わ
る問題も多くあります。よりよい人生設計のため、年金制度に
ついての理解を深めるための資料を、一階エントランスホール
に展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「図説女性と高齢社会：あなたのライフプランニングのために」
「女性と年金：50のＱ＆Ａ」
「シングルマザーの年金加入状況調査報告」
７月
財団法人　埼玉県体育協会　埼玉県スポーツ指導者
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b暖かい春の陽射しとともにやって来る新しい年度。平成16
年度が始まりました。
b会館ではこの4月に職員の異動がありました。理事長をは
じめとして、新たなスタッフで今後とも精一杯がんばって
いこうと思っております。
b今号では、2ページに新理事長から就任にあたっての御挨
拶を、また、5・6ページには平成16年度の事業計画を掲
載しております。皆様には、是非、御高覧いただき、今後と
も会館を御利用いただきますよう、よろしくお願いします。
